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理念３、「あなたの
想う世界、生きてい
る世界、地域とのふ
れあいを大事にしま
す。又、あなたの良
き理解者となり、あ
なたのご家族同様、
親身になって生活の
パートナーとなりま
す」を、利用者一人
ひとりに思いを馳
せ、より具体的なケ
アの実践に繋げる。

①高齢者の尊厳及び認
知症ケアについて学
ぶ。自分のケアを振り
返り、学んだことをケ
アに活かす。
②利用者一人ひとりの
生活歴、性格、心身状
態を把握し、介護サー
ビスを専門的に提供す
る立場であることを認
識する。（お世話させ
ていただくケア）
③笑顔で楽しい会話、
タッチケアで温もりの
あるケアを実践する。
④全職員が同じ考えで
統一したケアを実践す
る。状態変化時、再検
討する（ケアプランの
サービス内容を確認）
⑤不穏状態時は、職員
同士連携を図り、利用
者の対応を優先する。
※業務を優先しない。
⑥不適切な言葉かけや
ケア、記録は職員間で
注意し合う。
⑦職員会議において、
職員個々のケアを発表
し評価を行う。

２．　　目  標  達  成  計  画

目　　　　標

利用者の尊厳を大事にし、
一人ひとりに寄り添ったケ
アに努める。
※寄り添うとは、本人に
とって居心地よく過ごせる
場所（環境）を一緒に探し
続けていくこと。
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目標達成に
要する期間

2019年度中



2 11
13
26
27

職員同士アットホー
ムで和やかな雰囲気
であるが、能動的・
自律的に動く組織と
しての機能をさらに
高める必要がある。

①組織図及び担当係を
確認し、自分に与えら
れた役割を意識した行
動を取る。
②先輩職員は、新人職
員に対して、その手法
を実践している理由を
説明（根拠を示す）
し、新人職員が納得し
た業務が行えるように
する。また、新人職員
から学ぶ姿勢も大切で
ある。
③あらゆる面で気がつ
く職員は、気がつかな
い職員に対して、実際
に自分が実行しながら
見せる。（具体的な指
示を示しイメージを持
たせる）
④職員同士の遠慮・保
身を考えず、定期的に
行う職員会議で、個々
の意見を述べ話し合う
ことでケアの統一を図
る。
⑤気づきや提案等を気
づきノートを活用し情
報共有を図り、ケアに
繋げる。
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4

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

介護リーダーを中心とし
て、介護職員個々が経験と
知識に基づいた根拠のある
ケアの提供が可能となる。

2019年度中


